調　査　の　要　領
１．調査事項

（１）魚種別漁業種類別漁獲数量

（２）魚種別漁業種類別漁獲金額

２．調査時期

毎　月

３．調査範囲

本県内に水揚げされたすべての海面魚介類（運搬魚介類を除く。）

４．調査方法

調査員が担当区域内の海面漁業協同組合、魚市場、その他の団体等を毎月巡回し、これらの団体等において作成した台帳等から資料を収集する方法

５．利用上の注意

この調査は属地計上です。属地計上とは、生産物が水揚げされた地域に漁獲量等を計上することをいいます。

また、数値は四捨五入してあるので、各表や統計表中の構成比の和は100％にならない場合があります。

結果の概要
１．漁獲数量及び漁獲金額

（１）概況

平成21年の青森県の漁獲数量は289,027トンで、漁獲金額は511億8,738万円となった。これを前年と比較すると漁獲数量で27,673トン（10.6％）増加し、漁獲金額で19億8,397万円（3.7％）減少した（表1）。
（２）主な増減要因

漁獲数量が増加した主な要因は、前年と比較すると「さば」、「すけとうたら」及び「やりいか」等の漁獲量は減少したものの、「ほたてがい（半成貝）」、「するめいか（近海・生）」、及び「あかいか（海外）」等の漁獲量が大幅に増加したことによるものである。漁獲金額は減少した主な要因は、「さば」、「さけ」、「あかいか（海外）」、「やりいか」等の漁獲金額が減少したことによるものである。
（３）過去5年間の平均との比較

過去5年間の平均と比較して、漁獲が好調であった魚種は「ぶり」（漁獲量対平年比182.6％）、「さめ」（182.3％）、「ほたてがい（半成貝）」（150.4％）、「するめいか（近海・生」（123.7％）、「たら」（128.4％）、「まぐろ」（121.6％）等であった。一方、漁獲が低調であった魚種は「するめいか（海外）（22.2％）、「すけとうたら」（53.1％）、「やりいか」（62.5％）、「さけ」（64.4％）、「たこ」（81.0％）等であった（表2）。
（４）過去10年間の平均との比較
平成21年の漁獲数量及び漁獲金額は、過去10年間の平均と比較すると数量で7.8％、金額で13.3％、それぞれ下回っている。

表　年次別漁獲数量及び漁獲金額の推移

	年次
	漁　　獲　　数　　量
	漁　　獲　　金　　額

	
	数量（トン）
	対前年増減率（％）
	金額（百万円）
	対前年増減率（％）

	平成１１年
	357,744  
	△2.8  
	71,419  
	△3.3  

	平成１２年
	381,396  
	6.6  
	67,467  
	△5.5  

	平成１３年
	365,702  
	△4.1  
	58,734  
	△12.9  

	平成１４年
	327,486  
	△10.5  
	58,461  
	△0.5  

	平成１５年
	281,057  
	△14.2  
	51,812  
	△11.4  

	平成１６年
	296,063  
	5.3  
	60,606  
	17.0  

	平成１７年
	289,662  
	△2.2  
	56,914  
	△6.1  

	平成１８年
	278,430  
	△3.9  
	54,675  
	△3.9  

	平成１９年
	295,695  
	6.2  
	57,217  
	4.6  

	平成２０年
	261,354  
	△11.6  
	53,171  
	△7.1  

	平成２１年
	289,027  
	10.6  
	51,187  
	△3.7  

	平成11年～平成20年
	313,459  
	　
	59,048  
	　

	までの平均  （A）
	
	
	
	

	平成21年／(A)％
	92.2  %
	　
	86.7  %
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図１　年次別総漁獲数量及び総漁獲金額の推移

２．月別漁獲数量及び漁獲金額

（１）月別漁獲数量

平成21年の漁獲数量を月別にみると、9月が41,676トンで最も多く全体の14.4％を占め、次いで7月の36,393トン（12.6％）、6月の33,039トン（11.4％）となっている（図2、第3表）。
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図2　月別漁獲数量
（２）月別漁獲金額

平成21年の漁獲金額を月別にみると、7月が63億6,377万円で最も多く全体の12.4％を占め、次いで11月の51億2,324万円（10.0％）、8月の50億5,387万円（9.9％）となっている（図3、第4表）。
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図3　月別漁獲金額

３．魚種別漁獲数量及び漁獲金額

（１）分類別漁獲数量及び漁獲金額

①分類別漁獲数量

漁獲数量について魚類、貝類等の分類別にみると、ほたてがい等の「貝類」が110,990トンで最も多く全体の38.4％を占め、次いでいか類等の「その他の水産動物」104,183トン（36.0％）、「魚類」71,107トン（24.6％）、「藻類」2,747トン（1.0％）の順となっている（図4、第5表）。

これを前年と比較すると、「貝類」は22,120トン（24.9％）増加、「その他の水産動物」は15,268トン（17.2％）増加、「魚類」は10,438トン（12.8％）減少、「藻類」は723トン（35.7％）増加した。
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図4　分類別漁獲数量の構成比（％）
②分類別漁獲金額

漁獲金額を分類別にみると、「その他の水産動物」が225億4,017万円で最も多く全体の44.0％を占め、次いで「魚類」151億2,814万円（29.6％）、「貝類」127億7,690万円（25.0％）、「藻類」7億4,217万円（1.4％）の順となっている（図5、第6表）。

これを前年と比較すると、「その他の水産動物」は3億4,634万円（1.5％）減少し、「貝類」は20億1,600万円（18.7％）増加し、「魚類」は36億8,835万円（19.6％）減少し、「藻類」は3,472万円（4.9％）増加した。
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図5　分類別漁獲金額の構成比（％）

（２）主な魚種別漁獲数量及び漁獲金額

①主な魚種別漁獲数量

主な魚種別の漁獲数量及び構成比をみると、「ほたてがい」109,644トン（構成比37.9％）、「するめいか」70,482トン（24.4％）、「さば」38,272トン（13.2％）、「あかいか」27,579トン（9.5％）、「たら」4,687ｔ（1.6％）、「ぶり」4,169ｔ（1.4％）、「さけ」3,861トン（1.3％）などとなっている。

これを前年と比較すると、漁獲数量が増加した主な魚種及び増加数量は「ほたてがい」22,203トン（25.4％）、「するめいか」16,087トン（対前年増減率29.6％）、「ぶり」1,658トン（66.0％）、「あかいか」1,178トン（4.5％）となっている。

一方、漁獲数量が減少した主な魚種及び減少数量は「さば」4,604トン（対前年増減率△10.7％）、「すけとうたら」4,002トン（△61.0％）、「やりいか」1,126トン（△51.2％）、「さけ」765トン（△16.5％）となっている（図6、第1表、第7表）。
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図6　主な魚種別漁獲数量の構成比（％）

②主な魚種別漁獲金額

主な魚種別の漁獲金額及び構成比をみると、「するめいか」131億7,915万円（構成比25.7％）、「ほたてがい」120億9,916万円（23.6％）、「あかいか」44億7,258万円（8.7％）、「まぐろ」28億2,297万円（5.5％）、「さば」25億171万円（4.9％）、「なまこ」20億5,384万円（4.0％）、などとなっている。

これを前年と比較すると、漁獲金額が増加した主な魚種及び増加金額は「するめいか」20億9,792万円（対前年増減率18.9％）、「ほたてがい」20億7,386万円（20.7％）、「こんぶ」2億4,476万円（83.9％）となっている。

一方、漁獲金額が減少した主な魚種及び減少金額は「さば」10億793万円（△28.7％）、「あかいか」9億5,191万円（△17.5％）、「さけ」7億5,634万円（△43.9％）、「やりいか」6億8,021万円（△38.3％）となっている（図7、第1表、第8表）。
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図７　主な魚種別漁獲金額の構成比（％）
４．漁業種類別漁獲数量及び漁獲金額

（１）漁業種類別漁獲数量

漁業種類別漁獲数量の構成比をみると、漁獲数量は「養殖業」が全体の37.6％（108,633トン）で最も多く、次いで「いか釣漁業」24.0％、「まき網漁業」18.8％となっている。

これを前年と比較すると、漁獲数量が増加した主な漁業種類及び増加数量は、「養殖業」23,143トン（27.1％）、「まき網漁業」5,346トン（10.9％）、「いか釣漁業」2,386トン（3.6％）、「採藻漁業」758トン（39.4％）となっている。

一方、漁獲数量が減少した主な漁業種類及び減少数量は、「採介漁業」862トン（△47.2％）、「大型定置網漁業」739トン（△23.2％）となっている（第9表）。

（２）漁獲種類別漁獲金額
漁獲種類別漁獲金額の構成比をみると、「いか釣漁業」が全体の28.4％（145億4,910万円）で最も多く、次いで「養殖業」23.5％、「まき網漁業」8.0％となっている。

これを前年と比較すると、漁獲金額が増加した主な漁業種類及び増加金額は、「養殖業」22億8,896万円（23.5％）、「採藻漁業」6,284万円（9.4％）となっている。

一方、漁獲金額が減少した主な漁業種類及び減少金額は、「小型定置網漁業」11億3,612万円（△35.4％）、「一本釣漁業」4億733万円（△15.5％）、「大型定置網漁業」4億3,314円（△25.9％）となっている（第10表）。

５．市町村別漁獲数量及び漁獲金額

（１）市町村別漁獲数量

市町村別漁獲数量の構成比をみると、八戸市が136,264トンで最も多く全体の47.1％を占め、次いで平内町17.3％、青森市7.4％、外ケ浜町5.1％、むつ市4.6％の順となっている。

次に、市町村別漁獲数量を前年と比較してみると、漁獲数量が増加した市町村は、平内町14,210トン（対前年増減率39.7％）、八戸市9,854トン（7.8％）、青森市3,926トン（22.6％）ほか7市村となっている。

一方、漁獲数量が減少した市町村は、深浦町1,967トン（△25.2％）、鰺ヶ沢町730トン（△36.8％）、東通村621トン（△6.4％）ほか9市町村となっている（図8．第11表）。
（２）市町村別漁獲金額

市町村別漁獲金額の構成比をみると、八戸市が201億2,118万円で最も多く全体の39.3％を占め、次いで平内町12.3％、むつ市6.7％、東通村5.9％、外ヶ浜町5.0％の順となっている。

次に、市町村別漁獲金額を前年と比較してみると、漁獲金額が増加した市町村は、平内町11億8,105万円（対前年増減率23.2％）、青森市3億5,300万円（17.3％）、三沢市2億1,737万円（19.0％）ほか4市町となっている。

一方、漁獲金額が減少した市町村は、八戸市13億4,654万円（△6.3％）、深浦町5億3,755万円（△17.4％）、大間町4億269万円（△18.2％）ほか12市町村となっている（図9．第12表）。
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図8　市町村別漁獲数量の構成比（％）　　　　図9　市町村別漁獲金額の構成比（％）
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